平成２９年度富士山３７７６型広域ＤＭＯ設置検討事業委託仕様書
１　業務の目的

静岡県東部に位置する富士宮市と富士市の圏域は、共通の自然環境や歴史文化を持つとともに、同一の都市計画区域であるなど、生活圏及び経済圏とも同じであることから、同様の課題を抱えながら広域的な連携の中で、富士山を地域の中核資源として活用して発展してきた。

富士山が平成25年6月に世界遺産に登録されて以降、観光施設整備や民間の誘客活動等により、団体ツアーやマイカー利用客等は伸びていると感じる一方で、全国各地で訪日外国人が増加の一途を辿り、ゴールデンルートの一角である富士山観光を楽しむ中、伊豆・箱根・河口湖（富士山の山梨県圏域）などの巨大観光地に埋もれてしまい、インバウンド対策やプロモーション活動等が進んでいないことも事実である。

このような中、平成２８年度富士山３７７６型DMO設置検討業務では、富士・富士宮市の行政、観光協会、商工会等で組織する富士地域観光振興協議会が母体となり、主に以下の３点の取組みを行った。

1 観光客調査、市内観光関係者のヒアリング調査及びデスティネーション（目的地）調査等を実施し、富士地域の現状分析（問題点の抽出から課題の整理）を行った。

2 関係者によるDMO勉強会を実施した。

3 DMO導入に向けての課題を整理した。

その結果、富士宮市においては、個人観光客の獲得を主眼とした取組みを行っていくことや、個人観光客を獲得するために必要となるDMOの役割や機能等に対する検討が必要なことが導き出された。　　
また、富士市においては、団体誘客も視野に入れながら、個人観光客獲得に向けた方策研究の必要性も求められている。
以上のことより、本年度は上記成果に基づき、富士地域において個人観光客を呼び込むための実践的な取組み（マーケティング）及び、団体客を対象とした観光振興のあり方を踏まえ、富士山３７７６型DMOが担うべき役割・機能を明らかにする。
２　業務内容

（１）継続的なマーケットリサーチの実践と研究

平成２８年度事業では、これまでの統計データを見直し、観光戦略の基礎となる統計データの算出方法を確立することの必要性が明らかとなった。

具体的には、以下の「観光宿泊効果の算出」である。

[image: image1.png]<FERE B
DERY. BEOHSRUE BSOS

HRIEAE CENEEEOBERRUTANER
OEOMEE. EEREL. WEDTOT« -
gy bR sone>

TEHIEREE Bk - o REnElS

(3HAE1E)

QFEE
QUE-5-% F





平成２９年度は、以下のとおりマーケットリサーチの実践研究を行う。

①訪問客調査
ア　目的　　　　　両市の訪問客の行動、消費実態を明らかにする

イ　調査時期　　９月の中・下旬～10月下旬の間で実施
（富士登山客は対象に含めず、回遊実態を重視する）

ウ　調査地点　　エリア内６地点（１地点当たり、100サンプルを目標とする）
（地点例）　富士市＝富士川楽座、田子の浦港、新富士駅
　　　　　　　　　　富士宮市＝富士山本宮浅間大社、白糸の滝、朝霧高原（田貫湖）
エ　設問内容　　
県の調査（平成２７年度静岡県における観光の流動実態と満足度調査）をベースに、回遊性、消費実態など両市の観光の課題設定に重要な項目をより具体的に調べる
オ　実施内容

設計、準備、実施（調査員の交通、宿泊費を含む）、入力・クロス集計・グラフ作成、分析、継続的な実施における手法を提案し報告書にまとめる。また、今後の調査の継続性も踏まえ、調査コストを明確にしたうえで、調査地点やサンプル数についても提案すること。
②宿泊施設調査
ア　目的　　　　　両市の観光客の宿泊実態を明らかにする

イ　実践を通して調査方法を検討する
調査内容（フォーマットの作成）、実践に向けての協議（宿泊施設との協力関係の構築支援及び実施についての検討会議）、テスト運用（協力施設での実践活動）、統計項目の確立（集計、分析、グラフ作成）

ウ　継続的な実施についての課題を整理し、解決方法を提案する

エ　報告書にまとめる

③団体客調査
　ア　目　　 的　団体客の来訪実態を可能な限り明らかにする
　イ　調査時期　委託業務期間内とする
　ウ　調査内容　旅行代理店へのヒアリングやデータ等を通じ、入込数（バス数）、ツアー造成会社名、
発地を含む回遊状況等を把握する。
　　　　　　　　　　（（一社）富士山観光交流ビューローが保有するデータは、情報提供が可能）

　オ　報告書にまとめる
④富士地域の課題の再整理と今後の展開の取りまとめ

上記の「①訪問客調査」及び「②宿泊施設調査」の分析結果のうち、個人観光客の動向等については、後述する「（２）個人観光客を取り込むための実践的活動」の①及び「（３）観光客を取り込むための実践的活動」①に活かすものとする。

また、団体観光客の来訪実態を分析し、「（３）観光客を取り込むための実践的活動」にも活かすものとする。
（２）個人観光客を取り込むための実践的活動
①マーケティングの再整理・再収集・再分析によるターゲット分析
昨年度実施した調査結果を活用しつつ、本年度の調査結果、県及び国が保有するデータから、当該エリアにおける主なターゲットを導出し、そのターゲットに対してどのようにアプローチするかを明らかにする。なお、ターゲットは国内市場とインバウンド市場（FIT）に分けて整理するものとする。
②主なターゲットに向けたプロモーション政策の立案
上記のターゲットに対してどのようなプロモーションを行っていくべきかについて、本圏域における個人観光客（FIT含む）へのプロモーション活動の実態を整理したうえで、プロモーション政策として取りまとめる。
③DCに向けたプロモーション方策の立案
本圏域では平成３０年からDCが予定されている。DCの効果を最大限にするために、個人観光客に対して、どのような施策を実施すべきかを過年度の調査結果等を活用し、取りまとめる。

（３）団体観光客を取り込むための実践的活動

①団体観光客の現状を踏まえた調査結果の分析と今後の団体誘客の可能性の立案

調査結果から、両市における団体観光客の実態を通じ、今後の団体誘客の可能性や回遊について取りまとめる。
②団体観光客向けプロモーション方策の立案
個人観光客と同様に、団体観光客を呼び込むためにどのようなプロモーション施策（対象、地域等）を実施すべきかを取りまとめる。

（４）ロードマップの作成及び富士山３７７６型DMOが担うべき役割・機能の提案
昨年度の活動結果及び本年度の成果を総括して、富士山３７７６型DMOの担うべき役割や機能を明らかにするとともに、既存組織等の棲み分けなどを検討し、その中期的な取組内容をロードマップとして取りまとめる。
これらを取りまとめるに当たり、富士地域観光振興協議会において２回程度検討会を開催する。
３　成果品
・報告書４部（日本工業規格Ａ４版、簡易製本で可）
・報告書の電子データを記録した電子媒体１式
（Microsoft Word、Excel、PowerPoint等で作成した電子ファイルで、委託者が再利用できるもの）
４ その他
・業務遂行にあたり、疑義が生じた場合は、速やかに報告し協議して定めるものとする。

・記載のない事項及び詳細については、担当者の指示又は担当者の協議による。

・成果品及び関連資料の著作権は、富士宮市及び富士市に帰属する。
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